
令和元年度～令和５年度観測研究計画

課題番号：JMA 11

（１）実施機関名：

気象庁

（２）研究課題（または観測項目）名：

地磁気精密観測

（３）関連の深い建議の項目：

5 研究を推進するための体制の整備

(3)研究基盤の開発・整備

ア. 観測基盤の整備

（４）その他関連する建議の項目：

（５）総合的研究との関連：

（６）平成 30年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：
　柿岡、女満別、鹿屋、父島での地磁気 4成分観測を実施し、陸域、海域での磁気測

量をはじめ、大学等による地殻活動・火山活動を評価する電磁気的観測研究に、高精

度の地磁気基準値を提供した。火山活動起源のシグナルを抽出するためには、「参照

データとの差を求めて局所的な磁場変動だけを取り出す」という手法が用いられる

が、地域によって変化の大きさ、傾向が異なるため、地域毎の基準値観測が必要とな

る。そのため地磁気観測点への車両や建築物等による人工的な磁気擾乱を監視し、異

常値の検出・補正処理を施し、基準値の精度維持を図った。

（７）本課題の５か年の到達目標：

　地球電磁気学的観測による地殻活動及び火山活動の研究に資するため、精密な地

磁気観測データを継続して提供する。

（８）本課題の５か年計画の概要：

　日本中央部、北日本、南西日本、日本南方の地磁気基準点である柿岡、女満別、鹿

屋、父島の４観測点において、数十年～100年スケールにわたる安定した地磁気観測

を実施し、精密な磁場データを毎日リアルタイムで提供する。

　あわせて観測データの精度向上及び編集・解析作業の効率化を図る。

（9）実施機関の参加者氏名または部署等名：
気象庁地磁気観測所

他機関との共同研究の有無：無

（10）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：気象庁地磁気観測所総務課

電話：0299-43-1151

e-mail：kakioka@met.kishou.go.jp



URL：http://www.kakioka-jma.go.jp/

（11）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
氏名：山際 　龍太郎 　

所属：気象庁地磁気観測所観測課


